
北秋田市水防訓練／市長ダイアリー ねんりんピック秋田2017 北秋田市実行委員会設立総会／秋田内陸線田んぼアート2016

◇
５
月
16
日
〜
６
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）▽
米
代
川
治
水
期

成
同
盟
会・秋
田
県
北
部
国
道
７
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会・日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
建
設
促
進
秋
田
県
北
部
期
成
同
盟
会
合
同
総
会（
大

館
市
）

▽
北
秋
田
建
設
業
協
会
法
人
化
50
周
年
記
念
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
Ｆ
Ｍ
秋
田
モ
ー
ニ
ン
グ
ア
ッ
プ
フ
ラ
イ
デ
ー
出
演（
秋
田
市
）▽「
鷹

巣
北
都
会
」会
員
交
流
会（
コ
ム
コ
ム
）

▽
２
０
１
６
秋
田
内
陸
線
の
り
も
の
ま
つ
り（
阿
仁
合
駅
前
）

▽
秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田
市
）▽
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
２
０
１
６
あ
き
た
決
起
集
会（
秋
田
市
）

▽
長
岐
純
一
氏
瑞
宝
双
光
章
受
章
報
告（
本
庁
舎
）▽
藤
島
絹
蔵
氏
チ
ャ

リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
寄
付
金
贈
呈（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
と
能
代
河
川
国
道

事
務
所
と
の
連
絡
調
整
会
議（
本
庁
舎
）

▽
第
12
回
北
秋
田
市
長
杯
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会（
鷹
巣
体
育
館
）

▽「
県
民
防
災
の
日
」訓
練（
コ
ム
コ
ム
）▽
北
秋
田
職
業
訓
練
協
会
第
47

回
総
会（
旧
中
央
公
民
館
）

▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
北
秋
田
市
実
行
委
員
会（
コ
ム
コ
ム
）▽
北
秋
田
市

民
病
院
運
営
協
議
会（
北
秋
田
市
民
病
院
）

▽
亀
谷
健
樹
先
生
の「
詩
禅
集
出
版
と
米
寿
を
お
祝
い
す
る
集
い
」（
ホ

テ
ル
松
鶴
）

▽
鷹
巣
消
費
者
の
会
総
会（
コ
ム
コ
ム
）▽
地
域
高
規
格
道
路
大
曲・鷹

巣
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会（
仙
北
市
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
88
回
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

▽
太
平
湖
湖
水
開
き
安
全
祈
願
祭（
太
平
湖
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
）▽
北
秋

田
市
鷹
巣
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
通
常
総
会
懇
親
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
９
回
小
坂
町
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム（
小
坂
町
）

▽
七
日
市
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
総
会
懇
親
会（
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
水
防
訓
練（
鷹
巣
橋
下
流
）▽
第
32
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
も

ち
っ
こ
ま
つ
り
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
鷹
巣
駅
前
通
り・銀
座
通
り
）

▽
能
代
河
川
国
道
事
務
所
重
要
水
防
箇
所
合
同
巡
視（
今
泉
地
区
内
）

▽
全
国
市
長
会
理
事・評
議
員
合
同
会
議・市
長
フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京
都
）

▽
早
期
求
人
提
出
要
請
合
同
訪
問（
北
秋
田
市
商
工
会
）▽
秋
田
県
森
と

水
の
協
会
定
時
社
員
総
会（
秋
田
市
）

▽
第
９
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会（
北
欧
の
杜
公
園
）

▽
地
域
環
境
植
栽「
サ
ル
ビ
ア・マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」活
動（
農
村
公
園
）

▽
秋
田
内
陸
線
夢
列
車「
Ｒ
Ｅ・Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
夢
列
車
」（
コ
ム
コ
ム
）

５
月
17
日（
火
）

18
日（
水
）

20
日（
金
）

21
日（
土
）

23
日（
月
）

24
日（
火
）

25
日（
水
）

26
日（
木
）

27
日（
金
）

29
日（
日
）

30
日（
月
）

31
日（
火
）

６
月
1
日（
水
）

３
日（
金
）

４
日（
土
）

５
日（
日
）

６
日（
月
）

７
日（
火
）

９
日（
木
）

11
日（
土
）

12
日（
日
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７ 

北
秋
田
市
実
行
委
員
会
設
立
総
会

大
会
の
成
功
に
向
け
て

車
窓
か
ら
の
ア
ー
ト
を
楽
し
み
に

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
北
秋

田
市
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
が
、
５
月

27
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、

委
員
ら
約
50
人
が
大
会
の
概
要
や
今
後
の

事
業
計
画
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」
は
、

高
齢
者
を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た

ち
が
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
で
す
。

　
平
成
29
年
に
は
、
節
目
と
な
る
第
30
回

大
会
が
、
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
「
秋
田
か

ら
つ
な
が
れ
！
つ
ら
な
れ
！
長
寿
の
輪
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
県
内
17
市
町
村
を
会

秋
田
内
陸
線
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１
６

場
に
、
26
種
目
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
、

北
秋
田
市
で
は
文
化
交
流
大
会
の
「
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
「
飲
ま
な
い
、
吸

わ
な
い
、
賭
け
な
い
」
を
基
本
と
し
、
世

界
で
一
番
お
も
し
ろ
い
と
い
わ
れ
る
室
内

ゲ
ー
ム
を
競
技
と
し
て
楽
し
み
、
脳
の
活

性
化
、
老
化
防
止
、
友
達
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
も
の
で
、
来
年
の
９
月
10
日
、
11
日

に
鷹
巣
体
育
館
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　
設
立
総
会
で
、津
谷
市
長
は「
当
市
で
は
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
を
は
じ
め
、
大
会

会
場
で
の
健
康
づ
く
り
教
室
や
お
も
て
な

し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
。
今
後
は
、

開
催
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
る
た
め

に
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

市
民
一
丸
と
な
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
あ
と
、
大
会
の
概
要
や
議
案
内
容

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
実
行
委
員
会
の
設
立

や
会
則
の
制
定
な
ど
が
満
場
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は
、
社
会

福
祉
、
文
化
、
商
工
農
業
、
交
通
防
災
、

競
技
団
体
の
関
係
者
ら
64
人
で
構
成
し
、

会
長
は
津
谷
市
長
が
務
め
ま
す
。
ま
た
、

具
体
的
な
協
議
を
進
め
る
た
め
、
22
人
で

構
成
す
る
常
任
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。 　

内
陸
線
の
車
窓
か
ら
眺
め
る
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
制
作
す
る
田
植
え
が
、
５
月
29

日
に
阿
仁
小
渕
地
区
と
小
又
平
里
地
区
で

行
わ
れ
、
地
元
住
民
や
大
学
生
な
ど
が
参

加
し
、
田
植
え
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
田
ん
ぼ
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
見
立
て
、
ア
ー
ト
用
に
開
発
さ
れ

た
異
な
る
品
種
の
稲
を
植
え
、紫
、黄
、緑
、

赤
な
ど
色
と
り
ど
り
の
葉
や
穂
に
よ
っ
て

巨
大
な
絵
や
文
字
を
描
き
ま
す
。
大
規
模

な
も
の
の
多
く
は
斜
め
上
か
ら
見
る
こ
と

を
前
提
に
図
案
を
設
計
し
、
遠
近
を
考
慮

し
て
植
え
ら
れ
ま
す
。

　
５
回
目
と
な
る
今
年
は
「
秋
田
内
陸
線

が
展
望
台
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
小
渕
地

区
に
は「
秋
田
美
人（
小
渕
早
苗
ち
ゃ
ん
）」、

平
里
地
区
に
は
、
内
陸
線
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
い
り
っ
く
ん
と
森
吉

の
じ
ゅ
う
べ
ぇ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
図
柄

を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
計
画
で
す
。

　
両
地
区
で
行
わ
れ
た
田
植
え
に
は
、
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
田
植
え
体
験
モ
ニ
タ
ー
リ
ン

グ
ツ
ア
ー
の
参
加
者
や
秋
田
大
学
の
学
生
、

地
元
自
治
会
の
住
民
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
27
日
に
は
前
田
小
学
校
と
阿

仁
合
小
学
校
の
児
童
ら
約
80
人
も
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
「
ゆ
き
あ
そ
び
」「
あ
か

ね
あ
そ
び
」「
紫
大
黒
」
な
ど
６
種
類
の

苗
を
、
色
別
に
分
け
ら
れ
た
区
域
に
一
株

一
株
て
い
ね
い
に
植
え
て
、
夏
に
姿
を
現

す
ア
ー
ト
の
出
来
栄
え
に
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。
作
業
中
に
内
陸
線
の
車
両
が
田
ん

ぼ
近
く
を
通
過
す
る
と
、
参
加
者
は
大
き

く
手
を
振
っ
て
乗
客
を
見
送
り
ま
し
た
。

ア
ー
ト
は
７
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
見

頃
を
迎
え
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
内
陸
線
沿
線
で

は
、仙
北
市
角
館
地
区
に「
孫
悟
空
」と「
マ

タ
ギ
と
ク
マ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵
柄
が

登
場
す
る
予
定
で
す
。

▲色別に分けられた区域に苗をていねい
に植える参加者（阿仁小渕地区）

▲大会の成功に向けて実行委員会を設立

北
秋
田
市
水
防
訓
練

水
害
に
備
え
水
防
工
法
を
実
践

　
平
成
28
年
度
北
秋
田
市
水
防
訓
練
が
、

６
月
５
日
に
米
代
川
鷹
巣
橋
下
流
の
河
川

敷
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
ら
が
水
防
技
術

の
向
上
を
目
指
し
、
３
種
類
の
工
法
の
実

践
に
取
り
組
み
有
事
に
備
え
ま
し
た
。

　
水
防
訓
練
は
、
出
水
時
に
お
け
る
初
期

の
防
災
活
動
お
よ
び
水
防
機
関
の
士
気
の

高
揚
と
水
防
技
術
の
向
上
、
水
防
体
制
の

強
化
を
図
り
、
地
域
住
民
の
安
全
を
保
持

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
市
消
防
団
（
金
田
咲
美
団

長
）
の
団
員
１
３
０
人
を
は
じ
め
、
市
や

市
消
防
本
部
か
ら
合
わ
せ
て
約
１
５
０
人

が
参
加
し
、
シ
ー
ト
張
り
工
、
釜
段
工
、

木
流
し
工
の
３
工
法
の
訓
練
と
女
性
消
防

団
に
よ
る
排
水
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
、
訓
練
本
部
長
の
津
谷
市
長

が
「
大
き
な
水
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、
平
成
19
年
の
大
水
害
を
乗
り
越
え
た
、

団
員
の
知
識
と
経
験
を
生
か
す
必
要
が
あ

る
。
こ
の
水
防
訓
練
を
通
じ
て
、
工
法
訓

練
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
水

防
技
術
を
磨
き
上
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
実
施
部
長
で
あ
る
石
川
博

志
総
務
部
長
か
ら
指
令
が
出
さ
れ
訓
練
が

始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
団
員
は
、
川

側
の
堤
防
崩
壊
及
び
透
水
を
防
ぐ
シ
ー
ト

張
り
工
、
川
側
と
の
水
位
差
を
小
さ
く
し

漏
水
量
の
増
加
を
抑
え
て
堤
防
内
部
の
土

砂
流
出
に
よ
る
決
壊
を
防
止
す
る
釜
段
工
、

川
側
斜
面
に
投
入
し
た
樹
木
の
抵
抗
力
で

堤
防
表
面
の
河
川
流
速
を
低
減
さ
せ
深
堀

の
進
行
を
抑
え
る
木
流
し
工
に
つ
い
て
、

女
性
消
防
団
は
可
搬
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水

作
業
に
つ
い
て
、
消
防
署
員
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
機
敏
な
動
き
で
訓
練
し
、
水
防

技
術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

 　
訓
練
終
了
後
に
は
、
訓
練
本
部
長
は

じ
め
訓
練
組
織
構
成
員
が
工
法
視
察
を
行

な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
法
訓
練
の
成
果
を

確
認
し
ま
し
た
。

▲３種類の工法訓練と排水作業を行い、
水防技術を高めた水防訓練
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